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市の動き市の動き市の動き
平
成
28
年
度
第
１
回
き
た
か
み
都
市
ブ
ラ
ン
ド

推
進
市
民
会
議
を
開
催

　
平
成
28
年
度
第
１
回
き
た
か
み

都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
市
民
会
議
は

６
月
27
日
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
市
民
と
協
働
で
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
た
め
に
開
催
。
本
年
度
の
活
動

テ
ー
マ
は
、
北
上
市
の
魅
力
を
市

内
外
に
向
け
て
効
果
的
に
発
信
す

る
た
め
の｢

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー

ジ｣

案
の
策
定
で
す
。

　
会
議
に
は
、
産
業
・
金
融
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
行
政
な
ど
の
各
種
団
体
か

ら
、
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
24
人
が

参
加
。
各
委
員
が
市
の
魅
力
を
挙

げ
、
そ
の
魅
力
を
巡
る
ツ
ア
ー
を

企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
全
４
回
の
市
民
会
議

を
開
催
し
、
年
内
の
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
決
定
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
決

定
後
に
は
、
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
イ

メ
ー
ジ
ロ
ゴ
を
公
募
す
る
予
定
で

す
。

市
民
会
議
委
員
の
所
属
団
体
な
ど
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ワークショップで市の魅力について話し合
う委員

会長として出席者にあいさつする髙橋市長

平
成
28
年
度
第
１
回
北
上
市
地
域
公
共
交
通
会
議
を

開
催

　
平
成
28
年
度
第
１
回
北
上
市
地

域
公
共
交
通
会
議
は
４
日
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
は｢

あ
じ
さ
い
都
市｣

創
造
に

向
け
、
北
上
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て｢

地
域
間

の
交
流
に
よ
る
人
・
モ
ノ
・
情
報

の
連
携
軸
の
形
成｣

を
方
針
の
一

つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針

を
進
め
る
上
で
重
要
に
な
る
の
は
、

都
市
全
体
を
支
え
る｢

都
市
拠
点｣

と
生
活
を
支
え
る｢

地
域
拠
点｣

を

つ
な
ぐ
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
立
で
す
。
本
年
度
、
同
会
議

で
は｢

地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い

公
共
交
通
の
す
が
た｣

を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
医
療
、
福
祉
、

観
光
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
と

連
動
し
な
が
ら
、
公
共
交
通
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る｢(

仮
称)

北
上
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画｣

の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
度
１
回
目
の
同
会
議
に
は
、

市
や
警
察
、
交
通
事
業
者
な
ど
か

ら
20
人
が
出
席
。
計
画
の
骨
子
や

策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
状
況
調
査
や

各
地
区
懇
談
会
な
ど
を
実
施
し
、

市
内
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
全
国
の
都
市
を
対
象
に
し

た｢

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
６
年
版｣(
東
洋
経
済
新
報

社)

が
発
表
さ
れ
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
ラ
ン
キ
ン
グ
が
公
表

さ
れ
な
か
っ
た
平
成
23
年
を
除
い

て
北
上
市
が
７
年
連
続
で
県
内
１

位
に
な
り
ま
し
た
。

　｢

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ｣

は
、

同
社
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
公
的

７
年
連
続
で
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
県
内
１
位

統
計
を
基
に
、
現
状
の
各
都
市
が

持
つ｢

都
市
力｣

を
安
心
度
、
利
便

度
、
快
適
度
、
富
裕
度
、
住
居
水

準
充
実
度
の
５
つ
の
観
点
で
、
15

指
標
か
ら
偏
差
値
を
算
出
し
、
そ

の
単
純
平
均
を
総
合
評
価
と
し
て

ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。
同

ラ
ン
キ
ン
グ
は
平
成
５
年
か
ら
、

23
年
以
外
毎
年
公
表
さ
れ
て
い

て
、
今
年
で
23
回
目
と
な
り
ま

す
。

　
北
上
市
は
昨
年
と
同
様
、
人

口
一
人
当
た
り
の
小
売
業
年
間

販
売
額
な
ど
で
算
出
さ
れ
る｢

利

便
度｣

(

全
国
93
位)

と
都
市
公
園

面
積
な
ど
で
算
出
さ
れ
る｢

快
適

度｣(

同
２
５
９
位)

が
評
価
さ
れ
、

８
１
３
都
市
中
１
６
３
位
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
一
人
当
た

り
の
事
業
所
数
や
製
造
品
出
荷

額
な
ど
８
指
標
か
ら
算
出
さ
れ

る｢

民
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ｣

で
も
、

全
国
95
位
と
高
評
価
を
得
ま
し
た
。

の
現
状
と
需
要
を
把
握
。
そ
の
内

容
を
基
に
計
画
の
素
案
を
策
定
し

ま
す
。
そ
の
後
、
素
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行

い
、
幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
た

計
画
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
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県市町村 陸前高田市 宮城県 福島県 合計
世帯 ８(-1) ９(0) ９(0) 86(-3)

人数 10(-1) 15(0) 19(0) 150(-8)

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市
世帯 ２(0) 11(0) 22(-1) 17(0) ８(-1)

人数 ４(0) 22(0) 36(-3) 31(0) 13(-4)

※( )は前月比。市で把握している人数です。市内に避難して
いる人で、まだ北上市に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　   (６月30日現在)

あ
る
。
残
雪
が
馬
の
形
に
な
っ
て

田
植
え
の
時
期
を
知
ら
せ
る
と
の

言
い
伝
え
だ
が
、
そ
の
由
来
は
５

世
紀
半
ば
、
胆
沢
平
野
か
ら
の
勇

姿
を
目
に
し
た
関
東
上
毛
野
の
胆

沢
公
が
、
山
頂
に
駒
形
大
神
を
勧

進
し｢

駒
ケ
岳｣

と
命
名
。
さ
ら
に

は
胆
沢
城
を
創
建
し
た
征
夷
大
将

軍
坂
上
田
村
麻
呂
な
ど
が
崇
敬
し

て
武
運
を
祈
願
し
、
成
就
し
た
事

か
ら
神
格
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
の
南
部
、

伊
達
両
藩
の
藩
境
を
決
め
る
際
に

山
頂
の
神
社
が
起
点
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
山
頂
で
は
金
ケ
崎
側
か
ら
の
登

山
者
も
交
え
て
山
談
議
に
花
が
咲

く
。
今
年
は
ブ
ナ
の
花
が
全
く
咲

か
な
い
の
で
し
ば
ら
く
は
ク
マ
に

悩
ま
さ
れ
る
と
の
話
題
に
、
今
年

の
異
常
な
ク
マ
出
没
情
報
と
自
然

と
の
関
わ
り
に
改
め
て
触
れ
る
。

　
夏
油
温
泉
で
は
今
年
、
ブ
ナ
の

森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
し

て
い
る
。
か
つ
て
、
市
が
保
有
し

て
い
た
、
夏
油
温
泉
館
を
夏
油
温

泉
観
光
ホ
テ
ル
が
買
い
取
っ
て
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
で
あ
る
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
ブ

ナ
林
の
魅
力
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い

る
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
き
、
夏
油
の
魅
力
の
一
端

に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
６
月
の
第
２
日
曜
日
は
恒
例
の

夏
油
三
山
山
開
き
で
あ
る
。
夏
油

三
山
と
は
経

き
ょ
う
づ
か
や
ま

塚
山
、
牛う

し
が
た
や
ま

形
山
そ
し

て
今
年
登
っ
た
駒
ケ
岳
で
あ
る
。

朝
霧
も
徐
々
に
消
え
、
絶
好
の
登

山
日
和
の
中
、
関
係
者
40
人
程
で

安
全
祈
願
を
行
い
、
７
時
過
ぎ
か

ら
登
頂
を
開
始
す
る
。
ブ
ナ
原
生

林
の
中
、
残
雪
や
水
芭
蕉
を
愛
で

な
が
ら
初
心
者
で
も
楽
し
く
登
る

こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。

登
り
始
め
て
２
時
間
半
、
ブ
ナ
の

原
生
林
を
抜
け
る
と
、
突
然
視
界

が
開
け
、
経
塚
山
や
焼
石
岳
、
須

川
岳
が
現
れ
、
眼
下
に
北
上
平
野

が
広
が
る
。
こ
こ
山
頂
に
は
駒
形

神
社
奥
宮
が
あ
り
、
お
神
酒
を
供

え
て
今
年
一
年
の
登
山
の
安
全
を

皆
で
祈
願
し
た
。

　
駒
ケ
岳
は
焼
石
連
峰
の
北
端
、

金
ケ
崎
町
と
北
上
市
の
境
に
位
置

す
る
、
標
高
１
１
３
０
m
の
山
で

駒
ケ
岳
に
登
る

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
採
択
結
果

　
市
民
公
募
型
協
働
事
業
補
助
金

(

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助

金)

の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
審
査
会
は
８
日
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
と
認
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
き
た
か
み
市
民
活
動
基
金

は｢

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り｣

実

現
の
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
解

決
や
活
性
化
を
図
る
市
民
活
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
企
業
の
地

域
貢
献
活
動
に
同
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
規

活
動
を
対
象
と
す
る｢

ま
ち
づ
く

り
ス
タ
ー
ト
型｣

と｢

ま
ち
づ
く

り
推
進
新
規
型｣

に
そ
れ
ぞ
れ
２

団
体
、
こ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
た

活
動
を
対
象
と
す
る｢

ま
ち
づ
く

り
推
進
発
展
型｣

に
１
団
体
が
応

募
。
こ
の
う
ち
、
書
類
と
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
審
査
さ
れ

る｢
ま
ち
づ
く
り
推
進
新
規
型｣

お

よ
び｢
ま
ち
づ
く
り
推
進
発
展
型｣

に
応
募
し
た
３
団
体
が
、
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
審
査
会
で

は
、
市
採
択
分
４
団
体
、
同
法
人

採
択
分
１
団
体
の
事
業
を
決
定
し

ま
し
た
。

市
採
択
事
業

○
障
害
の
あ
る
人
、
な
い
人
も
一

緒
に
楽
し
く
カ
レ
ー
カ
フ
ェ
の
会

事
業(

医
療
法
人
社
団
敬
和
会)

○
３
ち
ゃ
ん
防
災
事
業(

江
釣
子

16
区
自
治
会)

○
こ
ど
も
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業

(

特
定
非
営
利
活
動
法
人
芸
術
工

房)○
父
親
学
級
番
外
編
～
性
教
育
今

昔
物
語
～
事
業(

き
た
か
み
子
育

て
ネ
ッ
ト)

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
た

か
み
市
民
活
動
基
金
採
択
事
業

○
地
域
の
絆
・
世
代
間
交
流
事
業

(

後
藤
２
区
体
育
振
興
会)

参議院議員通常選挙の開票結果

　第24回参議院議員通常選挙の投票が７月10
日、市内56カ所の投票所で行われました。開
票の結果、市内の投票率(在外含む)は岩手県選
出、比例代表ともに57.10％(前回比は岩手県選
出が3.99ポイント減、比例代表が3.98ポイント
減)でした。詳細は次の通りです。

候補者名(得票順) 得票数

　きどぐち　英司 24,941 票

　田中　真一 16,245 票

　石川　みき子 2,240 票

●当日の有権者数(在外含む)　77,645人
　　　　投票者数(在外含む)　44,335人

※比例代表は省略します。


